
24
日
深
夜
、
業
界
の
倫
理
観
は

「
法
的
に
問
題
な
く
て
も
モ
ラ
ル

と
し
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
」

「
後
輩
に
示
し
が
つ
か
な
い
の
で

い
ち
ば
ん
重
い
処
罰
を
自
分
に
科

し
た
」
と
、
一
般
人
に
な
っ
た
ト
ッ

プ
タ
レ
ン
ト
の
島
田
紳
助
氏
は
語
っ

た
。国

会
議
員
の
菅
直
人
・
前
原
誠

司
は
、
外
国
人
か
ら
献
金
を
受
け

発
覚
、
返
し
て
す
む
話
で
は
な
い
。

口
先
三
寸
の
答
弁
の
い

い
加
減
さ
は
、
モ
ラ
ル

以
下
、
ト
ッ
プ
の
人
格

問
題
で
す
。
菅
夫
妻
の

倫
理
観
は
異
質
で
す
。
日
本
は
三

流
国
家
に
没
落
が
必
然
で
あ
る
。

菅
氏
の
モ
ラ
ル
や
美
学
な
ど
ま
っ

た
く
欠
片
（
か
け
ら
）
も
な
い
と

し
か
思
え
な
い
。
権
力
欲
だ
け
は

実
に
見
事
な
も
の
で
す
。

菅
本
人
は
四
国
お
遍
路
を
途
中
で

や
め
、
仙
谷
氏
と
前
原
氏
（
民
主

党
き
っ
て
の
親
米
派
・
米
推
薦
）

ら
と
小
沢
一
郎
憎
し
で
組
み
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
裏
切
る
、
嘘
つ
き

愚
弄
政
権
が
ふ
さ
わ
し
い
。

さ
ら
に
原
発
処
理
問
題
で
今
後
、

多
く
の
国
民
に
苦
痛
を
与
え
続
け

る
。
明
ら
か
に
国
民
の
多
く
は
、

絶
対
に
許
せ
る
次
元
を
超
え
て
い

ま
す
。

結
局
は
「
思
い
つ
き
」
政
策
で

国
民
を
愚
弄
し
た
だ
け
で
は
な
い

か
。Ｔ

Ｖ
タ
レ
ン
ト
の
足
下
に
も
及

ば
な
い
〝
切
れ
の
〟
悪
さ
は
、
自

民
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
歴
史
に
名

を
残
す
愚
総
が
実
に
ふ
さ
わ
し
い

で
し
ょ
う
。

回
り
に
も
法
的
に
問
題
で
な
け

れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
人
が
、
実
に
多

く
お
い
で
ま
す
。

税
理
士
の
倫
理
規
定

「
会
員
は
、
法
第
１
条
に
規
定
す

る
税
理
士
の
使
命
の
も
と
に
、
職

責
を
遂
行
す
る
た
め
、
常
に
教
養

の
保
持
と
品
性
の
陶
冶
に
努
め
、

法
令
と
実
務
に
精
通
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」

税
理
士
法
第
１
条

「
税
理
士
は
税
務
に
関
す
る
専
門

家
と
し
て
、
独
立
公
正
な
立
場
に

お
い
て
、
申
告
納
税
制
度
の
理
念

に
そ
っ
て
、
納
税
者
の
信
頼
に
こ

た
え
、
租
税
に
関
す
る
法

令
に
規
定
さ
れ
た
納
税
義

務
の
適
正
な
実
現
を
図
る

こ
と
を
使
命
と
す
る
。
」

と
あ
る
。

独
立
で
公
正

で
納
税
義
務
の

適
正
な
実
現
を

使
命
と
さ
れ
、

自
分
勝
手
な
解

釈
が
許
さ
れ
る

と
判
断
す
れ
ば
、

結
局
は
思
考
と
行
動
を
、
教
養
と

品
性
を
世
間
で
問
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

税
理
士
と
い
う
利
権
組
織
が
集

団
化
し
「
屁
理
屈
」
と
「
や
ら
せ
」

で
社
会
に
組
み
込
ま
れ
る
の
か
。

そ
も
そ
も
お
上
の
規
制
撤
廃
が

「
新
自
由
主
義
」
の
目
指
す
と
こ

ろ
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
の
前
に
、
我
が
国
は
、
昔

か
ら
日
本
人
は
誰
も
見
て
い
な

く
て
も
「
お
天
道
様
が
見
て
い

る
」
の
が
、
社
会
の
倫
理
規
範

で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

我
が
国
は
、
全
て
が
金
に
屈

し
、
利
害
得
失
の
支
配
に
成
り

下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
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直
感
は
、
常
に
何
か
に
対
す

る
反
応
で
あ
る
。

直
感
は
、
心
の
奥
底
で
常
に
働

い
て
い
る
。

非
言
語
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

の
で
あ
る
。

多
く
の
経
験
が
直
感
力

を
高
め
る
の
で
あ
っ
て
、

個
人
に
と
っ
て
今
が
生
ま
れ
て

以
来
、
最
大
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

言
葉
で
説
明
で
き
な
い
、
何
億

年
を
掛
け
て
霊
長
類
が
直
感
的

な
本
能
を
磨
い
た
の
で
あ
る
。

大
人
が
嗅
ぎ
取
る
「
う
さ
ん
く

さ
さ
」
は
ま
さ
に
直
感
で
あ
る
。

易
し
い
こ
と
は
、
緊
張
感
が
薄

れ
直
感
力
が
働
か
な
い
。
適
度

な
緊
張
感
が
判
断
力
を
養
う
。

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「
察
す
る
」

能
力
と
、
「
痛
み
」
に
関
す
る

感
覚
が
鈍
感
な
人
は
、
同
情
心

が
わ
き
に
く
い
、
焼
き
尽
く
す

よ
う
な
「
怒
り
」
も
な
い
。

自
己
合
理
化
（
自
己
解
釈
）

を
し
な
い
こ
と
が
、
直
感

に
従
う
第
一
歩
で
す
。

盆
休
み
の
夕
方
、
自
転

車
と
車
の
サ
ン
キ
ュ
ウ
事
故
に

遭
遇
。
早
朝
か
ら
全
て
は
事
故

に
向
か
っ
て
い
た
（
脳
は
密
か

に
知
覚
）
と
推
せ
ら
れ
た
。


